
　ごみ処理有料化（可燃ごみ）がこの４月から始まりました。この件に関しては市

民との合意形成がなされていない段階で議会を通すべきではないという立場から、

昨年の９月議会では採決に反対しました。案の定、各地区で開かれた住民説明会で

は紛糾した会場もあったようです。年明けには市長が「何らかのアレンジが必要」

と今回の条例制定に無理があったことを自ら認めるような発言もありました。

　実際の運用にあたっては、おむつや落ち葉などの減免措置についての対応に不公

平感を感じる市民も少なくありません。こうした点は早急なる対応を行政側に求め

ていきます。さらに、資源ごみの持ち去りや不法投棄などに対しても、今後新たな

対応が求められます。
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　　　　再生紙使用

織原　義明（おりはら　よしあき）　略歴

　1965年　足利市生まれ/西小学校、第一中学校、足利高等学校を経て

　1989年　山形大学理学部地球科学科卒業

　1990年　一般企業に入社　塾講師、制作、企画営業を経験　

　1996年　科技庁（現文科省）主導による地震予知研究プロジェクトに参加

　　　　　理化学研究所研究員

　2003年　足利市議会議員に初当選

　2007年　足利市議会議員に二期目の当選、建設防災常任委員会副委員長

　平成２０年度一般会計予算は４９０億７千万円で前年度比＋４.２％となってい

ます。しかし、伸びの内訳は大半が借金返済に関係する予算なので、実質は昨年と

ほとんど変わりありません。また、平成２０年度末の一般会計の市債残高は２４億

３千万円余減少し、約４９３億１千万円になる見込みです。

　新規事業としては、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）が全市立中学校に配備されま

す。また、一般家屋の耐震化を促進するために建築物耐震改修促進事業が導入され

ます。さらに私が環境対策として平成１６年６月議会で提案したバイオディーゼル

燃料（ＢＤＦ）の導入事業がはじまります。

平成２０年度予算が可決



◆ 道路特定財源の暫定税率が期限切れ ◆

　道路特定財源の本来の税率に上乗せしたガソリン税などの暫定税率が失効となり

ました。これにより本市では約８億円の財源不足になることが予想されます。一方

で原油高騰が続くのなかでのガソリン値下げは、ユーザーにとっては喜ばしいこと

です。

　今回の騒動に関しての私の個人的な意見は、地方での混乱を避けるためにも平成

２０年度は現状維持で、２１年度から暫定税率は廃止し、道路特定財源の一般財源

化も検討するというものです。重要なことは、我々が支払った税金がどのように使

われているかということです。国民が必要と思う道路の建設に道路特定財源が使わ

れることには誰も文句はいわないでしょう。しかし、１泊８万～９万円もする職員

旅行とか、マッサージチェアやカラオケセット、公務員宿舎の建設、まちづくり交

付金と名前を変えてのハコモノづくりなどは、道路と直接関係がありません。さら

に、誰も利用しないような道路ＰＲ施設、随意契約や天下りによって、必要以上に

税金が使われています。こうした税金の無駄遣いをなくし、本当に必要なところに

使うようにすることこそ政治の役割です。もし、暫定税率が廃止になって税金の無

駄遣いがなくなるなら、それはそれで喜ばしいことです。

　グリーンピアに象徴される年金問題でもそうでしたが、こうした無駄遣いの責任

を誰もとってくれません。ここまでくると、国民の財産を横領したり、甚大な損失

を与えた国家公務員個人に対して賠償してもらいたい思いです。その前に、国民の

税金を無駄遣いしない役人になってもらいたいです。

◆ 道路特定財源の確保に関する意見書 ◆

　３月議会最終日には、１９名の議員の連名による道路特定財源の確保に関する意

見書が提出されました。この意見書を採択するかどうかについては、上に示したよ

うな考え方に加え、１０年間で５９兆円を維持するといった方針に対してはとても

受け入れることができないので反対しました。しかし、結果は賛成多数で採択され

ました。

　この意見書提出前に、福田首相が１０年間５９兆円の見直しや道路特定財源の一

般財源化などを表明していたので、少し拍子抜けした感がありました。来年度予算

が既に決まってからの財源不足は、確かに地方にとっては厳しいものがあります。

前向きに考えるなら、これを契機にさらに税金の無駄遣い（特に特別会計）にメス

が入って欲しい思いです。



　緑風会の行政視察で三重県伊賀市と愛知県新城市を訪れました。

　　2/7　三重県伊賀市「議会基本条例について」

　　2/8　愛知県新城市「予算編成過程からの情報公開について」

　伊賀市の議会基本条例はまちづくりにおける議会の役割を明確にするものです。

作成段階では住民から議会への不満が噴出し、制定までは山あり谷ありだったよう

です。反対する議員もいましたが、最終的には住民の後押しで条例が制定されまし

た。その内容としては「議会報告会の実施（私が行っているオープンミーティング

を議会としてやるようなもの）」「委員会の出前講座」「議会広報の充実」などが

あります。本市でこのような条例制定をするのは、現状ではかなり厳しいと思われ

ます。しかし、議案に対する各議員の対応（出欠や賛成反対）を議会広報で公表す

ることは本市議会でも可能かもしれません。少なくとも議会への出欠ぐらいは広報

に載せてもいいと思います。

　新城市では合併後、市財政の現状を市民にもわかっていただくことを目的に予算

編成過程からの情報公開をはじましめた。具体的には各部署から提出された予算要

求書とその結果（予算が削減され

た場合などはその理由も付して）

を公表しています。また、市民向

けにやさしく記した予算説明書も

作成しています。これはニセコ町

を手本にしたものですが、全戸配

布しているとのことです。予算を

わかりやすく市民に伝える手段と

して、本市としても参考にすべき

ものでした。

　市民の皆様との直接対話の場として設けた第４回目のオープンミーティングを、

市民会館にて３月７日に開催しました。テーマは「足利市の平成２０年度予算につ

いて」でした。今回は漠然とした内容だったため、議論も多方面に及びました。　

　テーマの選び方、開催時期や場所についても今回は反省させられる点がありまし

た。今後に活かしていきたいと思います。

★ 第４回オープンミーティング ★

＊ 緑風会会派行政視察 ＊

新城市で担当から説明を受けている様子



1月6日  　消防出初め式並びに消防表彰式

1月7日  　新春賀詞交歓会

1月11日　議会改革推進協議会

1月13日　一中、二中地区成人式（織姫公民館）

1月21日　全員協議会、市議会だより編集委員会、建設防災常任協議会

1月22日　両毛六市議会議長会議員研修会（桐生市）

1月25日　議会改革推進協議会

1月26日　市民と行政の協働を考えるフォーラムⅡ（市民プラザ）

1月28日　議会改革推進協議会

1月31日　第７回国土セイフティネットシンポジウム（横浜）

2月6-8日　緑風会会派行政視察（伊賀市・新城市）

2月16日　「医療崩壊の原因とその対策」（大宮）

2月19日　第３回足利市防災会議

2月22日　議会運営委員会

2月23日　「コミュニティ・エネルギーの可能性を探る」（東京）

2月28日　全員協議会

2月29日　市議会３月定例会本会議、北関東自動車道工事現場視察

3月3日  　足利短期大学付属高等学校卒業式

3月6日  　市議会３月定例会本会議

3月7日  　第４回オープンミーティング（市民会館）

3月10日　市議会３月定例会本会議

3月12日　予算審査特別委員会

3月13日　予算審査特別委員会

3月14日　予算審査特別委員会第４分科会、建設防災常任委員会

3月15日　「まちなか再生と文化活動」（佐野市）

3月18日　けやき小学校卒業式

3月19日　足利工業大学学位授与式

3月24日　市議会３月定例会本会議

※ホームページでは、毎週の活動報告等を随時更新しています。

http://www.watarase.ne.jp/orihara/

　足利市では市議会議員の調査研究に資するため、必要な経費の一部として議員個人に対し、ひと

り当たり年間１００万円の政務調査費を交付しています。収支報告は１年単位で行われ、その収支

報告書は情報開示により閲覧が可能です。また、領収証の添付も義務づけられています。

　今回は正式な収支報告書作成中につき、政務調査費の暫定報告を割愛させていただきます。次回

の市政レポートのなかで、平成１９年度政務調査費の収支報告をさせていただきます。

　政務調査費は平成２０年度からひとり当たり年間８４万円になります（１６万円減）。２年前に

削減したばかり、といった反対意見もありましたが、本市の厳しい財政事情を踏まえ、削減するこ

とになりました。

＜政務調査費の公開＞

この市政レポートは政務調査費により作成されています。

織原義明のおもな活動（2008年1～3月）
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